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1. はじめに 

ALOS−2/PALSAR-2 で撮像された御岳山周辺のデータについて干渉解析を行った。ノイズレベルを超え

るような位相変化は認められなかった。 

 

2. 解析結果 

第１表に示すペアで干渉解析を行った。ノイズレベルを超えるような位相変化は認められなかった。

なお、各干渉解析結果について、電離圏遅延補正を行っていないため、ノイズが重畳している可能性が

ある。 
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第１表 干渉解析に使用したデータ 
Table1 ALOS-2/PALSAR-2 data used in this study 

 

  

Path-Frame Orbit Looking Inc. angle Earliest Scene Latest Scene Conf. No. Figure No. 

20-2890(SM1_U2-6) Des Right 32.3° 2021.02.14 2022.02.13 150  

121-740(SM1_U2-6) Asc Left 32.5° 2021.08.16 2022.05.23 150 Fig. 1 

＊ 2024 年 10 月 31 日受付 
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第１図 path-121(SM1_U2-6)による干渉解析結果 

図中の白三角印は山頂位置を示す。丸印は GNSS 観測点、四角印は傾斜観測点を示す。 

ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 
Fig.1 Ground displacement Interferograms generated from ALOS-2/PALSAR-2 data for path 121 (SM1_U2-6). 
One full repetition of the color scale in interferograms represents a displacement of 11.9 cm in the line of sight (LOS) of 
the satellite. 
 

 


